
一

金
尚
古
蹴
志
笹
廿
ニ

五
~'i 

安芸 り芸舎は連述どて瓜耳EZ法 さ
自主 ふ 立 o ~ ~ ・ のの h ・ 至 て

すの し か 人立再山起製品l呼途郡 f家却 鑑東
。宵公へ山て 跡べ 1<:大人間

共 f前 が 百り日 mら村ああり此 に

のは む 六れ巡りりとの喜il!，於百登巨スfJIとt 像 ・ 忍制l親 tド g-襲。。 d品。:河長

は鳳ぷののの 燈 と今戒に語岸~li 馬 六I勾歪 む稼湊波 興飽のいは て 年
肌 1出 風 It: ・4手 間 へ 品 卒

の大かあのと 墳の地 qυ と元年せ 主新支軍1事5庄室閣 十
宵 E-し 託 い と 義手中 誌の兵村 月

倣 の It: l へ 向に畏防 襲= に DFH qU  主
陀穴跡ししは 乎ああ E りーた館君 日
て水 て ん 向りり 登。覧旬も跡 開向

‘郷 へ の。て路共 て示珂堕
-'F-大岩 の 歌五 ・記の記共あと

人町 }I.'i. 春 二百議毎Iz:設近にの t あ是本 今
の 村 首年云片逝 t 日

座策 定忌盆ふた山跡事量三i壁谷し 迫l 皐の中 。る岸 E {t宮セ華
た寺 上時 長家信問村は・此卦臨
るの す、連中のーの
如境 。長主主 よ の l亡後評官官民
き内 と り 墳 ・ に T 11:言語 l
大陀 あの代基信信な居。部

O と枇 l亡のをりJi.てい々也- rl'l。 応安る像
f言 いの 列 願 度 。 年 、へ御。年 ヲr!:元な 1'1:
蓮へ 前11せ K し然八吉る聖叉後と之』是 年 り τ
放 り 1貰らよ、る月間も ZE 貞

r古
のて 十と

事 。銑れり駐に吏家の '" i?1 lJ~ 、
月て信

連侮 却J 、 、地 i切にの也
Z
経

法
E

五也悶皮 HJet4;e 
話 し刷懸と治武執。 年 。 地条じのの

て鋭自草寺元{也 g~ ;t; 六さ寄進 自由吋 法
E よ地努脚 I

IJlを符部飯吉一田
月れ

快間
馬字代 以五

長 ぽりと 前11以 f泉 廿ぽ の 地留
ff)
、せ

氏長殺の仰と 'ては 五、 般F.LJ liil :ttI! ~口れらよ谷部経 i昆明
、

. 一 日信 、殺

主在主
り 省 J早稲~*武史耳来主li せ老 作し
郷前部11へを御枕他 j百々迎殿た足 ttH寺
m 枇具立 l践を鑑五と寺有前御 り。之寄護判
のと依て11:: J!)，¥枇年あ 俊按吾

主著改相 、 1<: T と十る携ii<と此れ友 やる が
!J1f r，~成同付と枇二御 はは 豊E島
執せ り六き・披月彬 !Ik 筒 f青ば にtz:

行ら 、年 ・ * ~反家もに i副主li 訟ZIJ信ti< 来 う
をれ同五来迎脇 、、 を卒 迎つ

命 ‘年 月辺1寺はの彼賓い去之 F磁寺庁 2し計J
ぜ穴 七 長寺紀り FJの 扇1へよ御逝殿
ら水月連のに ‘ 11:宵影るり祈念 ま
れ白村i'A枇い文依像井も六 御のせ
し山 市t等務へ政 り を而の -f'坦j 前弘 た

者 り行 見し性は 扱つ在使と霊モら月てに霊
生けく。れが 無念も A みの 、 と ね目 、殺
のる ば ・“止k 申 i徐り ひにらば E 命主宰紀
仕 也。 ζ ・1有i〈f か さ た近よ ・ ばとに
へ は ヲm たののん ・す 付 る 川らか 捻決 云
も 信巡モか けじヨ第ヤ混耳食下 と我らきめ走塁れり ム
の も A り ‘をに 、 Fき に 、は 。

と心いりてな: 背人級わあ 休 足 助 てr:1i奨r 
成にかて信忍E し ~ ti:とみ i悼 る らにけ
り足、K ・ と ・ たか:J;;-け きひ{告ら忙-官f辿言官
けふと霊の云 はち主もえ喜ぬな敷れ、
るや ・ 前 ふがぬ ひ るは'あ ‘ 一

さ引銀がへまみ佐ひ穆iz 五1'; -ltは E tt は
へ扱あ衣む予1< l 1i: 、川 ま どーめ ー
にはふ り 左力をるく、一てた石方 ご

狐むの ‘かし 波し、る此八うる見 t出i!l 井
菊閉 見れき粥とつ げて主問 事しのば 有 へ 寺E ん くイる左+コ 、泣く川か主L さ流のの

をぷ lz 比 ふげ て 向 れ 思 主 越れ り忘まさ大合とは' の うば へな ‘れ納
れらら ・ 詠如 3乎もの 、 ど るる罰訪tけ 官 戦限鐙

か 狐 fりiJ めくり 岸い 、 女 h りt.r.
しれさに 居見 02Kかさ給え性 事も者ム 0 どの
il~ ててる h 1~' '1; ;j訟です 来り 此の後
無念とも有ぞ走か ざ の 仕H るかがは T乙 も所 1段

りと り女。しい不れ、、 あ 1 1 : 11: il:f 

ゆる巾のけの祭り約拠が者 t，ぬ陀たの寄き亙
け所しドl' 合戦 た陀付れ思り飯りけ極
ば 、 け へ 、 しし成きは・ ひけあ見る也。

我る滑111「'j に狐た。りて ・‘ りりれに

能登 等は 季八ミ 、鋭世主J り 此たぞ資も赴 。 。ば ‘返取
佐FがR 、 で 4-' け のり党 主信主a巴ii 3L 、小

生図告 式ittけL 絞 り 思 o え.lE狐 の只松J五:さ
JちlIJ ノ'K はにとは百け路の 上今 で

の在 ば kり ーい ぞ。 子味るの興ひ陀死のは
三る裕荷大 、 ， た 々の 。 心 へけ菊閉人木陰 2〈2 
崎 ペ 自白 t 主きはれモ孫飲斐υ ゅけ る を
1'1:し 中 る k 食昨吋ゑるは~ ~りF よペ
活岸す と科l珂 κ ほ室 事ゆまを にぞ 、打 りき

音同 狐 の れさ 、ゑで あ霊主li平と さ懸けた荊閉 か
均一郎等共 、更に停た ・ ーて り と

o 11: 疋 に へへ狐早向 は ・け に

傾悦び 何閲采り 企笹怠委てけ E川 踏 1<:我狐んて跡逐を
て ら陀殺る む慌が飢共は。ま
自号 、 陀居大 字。はじ<II- U- j邑ぴ 新し ね
よ風てた舶百日 i!t r¥'l ・我生 も 、 にの くう

りに もり正何人 の担々さ生 垣な〈抑及脇木具き税て

あ 任 、 。 合市A 千tも~!絡荷利Iリ11 ん k 宮 滋び t亡 によがせ此兵梁 とi!tな き し張 、ろ
りて高島士り・ 1<: ・ 々がりて E つ 1<: {詰め

部吉のど趨打 T家刊 竪 忘れ ら 、P企不て枕呈li 行き
:wr: g-' ffl もかね 1i: < 亡カひ {史活 付 主 :

金
滞
古
政
志
怨
甘

E 
1i. 

• 




